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消費者委員会 

人工知能（AI）技術の利用と消費者問題に関する専門調査会における意見 

2026 年 10 月 29 日 

東京大学大学院法学政治学研究科教授  宍戸 常寿 

⚫ お尋ねの事項

「消費者によるＡＩ技術の適切な利活用に向けて：ＡＩを活用した中間支援 

○ＡＩ開発・提供事業者と業務外利用者である消費者の間の中間組織・中間団体（消費生活

センター等）を支援・強化する観点からの、ＡＩガバナンスのあり方について 等」

⚫ 貴調査会の検討の方向性との関係

（出典：貴調査会第 11 回（2026/10/8）会合資料） 

➢ 「多様な主体」の一つとしての中間組織・中間団体

➢ 相互に関連する三つの側面

(ア) 中間組織・中間団体が消費者の利益の実現を促進できるよう、そのＡＩ利用を

環境整備する

(イ) 中間組織・中間団体が、個々の消費者がＡＩ利用を通じて自ら利益の実現をで

きるよう、環境整備をする

(ウ) ＡＩ開発・提供事業者、さらにＡＩを業務上利用する事業者を含む社会総体と

してのＡＩガバナンスにおいて、消費者の利益の実現が促進されるよう、中間

組織・中間団体の役割を位置付ける

（資料1）
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⚫ ＡＩ・デジタル改革推進会議の方向性

（出典：ＡＩ・デジタル改革推進会議第 1 回会合（2026/10/22）資料） 

➢ 従来、開発者・提供者との対比で「AI 利用者」として一括りにされてきた企

業・消費者・市民等について、AI 利用による利益の享受やリスクへの関与のあ

り方に応じてよりきめ細やかな分析や類型化を行った上で、AI リテラシーの向

上やリスクの低減策の対応を具体的に検討することを開始することが必要。
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⚫ 消費者にとってのＡＩリスク

➢ ＡＩリスクの一般的分類：ミスユース、マルファンクション、システミックリス

ク

➢ 事業者によるＡＩのミスユースによる消費者被害、消費者によるＡＩのミスユー

ス（と被害）、事業者／消費者の利用するＡＩのマルファンクションによる消費

者被害、基盤モデル等のシステミックリスクの顕在化としての消費者被害 

⚫ ＡＩガバナンスの主体・射程範囲と消費者

（出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_guideline/ai_gl_2025g.pdf） 

➢ 活用事業者・研究開発機関を念頭に置き、国民については抽象的な利用者として

の責任ある利用とリテラシーが要請されているにとどまる

➢ アジャイル・ガバナンス・モデルが踏まえられていることとの関係で、活用事業

者／研究開発機関が「リスクの特定・評価・対処をするための組織的なプロセス

（経営層の関与したモニタリングや評価の仕組み、情報の適切な開示、教育・研

修の実施等）を含むＡＩガバナンスを構築・運用・継続改善し、ＡＩがもたらす

便益を最大化しつつ、そのリスクを受容可能な水準で管理する」ことが想定され

ている

➢ アジャイル・ガバナンス・モデルで、企業・国家と並び想定されていたガバナン

スの担い手としての「個人・コミュニティ」の存在が希薄
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（出典：「GOVERNANCE INNOVATION Ver.1.1－ 

Society5.0 の実現に向けた法とアーキテクチャのリ・デザイン」） 

➢ ＡＩの急速な進化と社会実装が進む中で、保護の客体としての消費者か、利用者

かに分化してきたが、ＡＩサービスを利用する消費者としての側面も意識すべき

➢ ＡＩによるエンパワメントにより消費者がＡＩガバナンスに参画するという正の

スパイラルを実現すべき

➢ そのようなスパイラルを実現する駆動力として、（ア）中間団体・中間組織によ

るＡＩ利用の環境整備、（イ）中間組織・中間団体による消費者のＡＩ利用の環

境整備、（ウ）ＡＩガバナンス全体における消費者を代表する中間組織・中間団

体の役割の位置付けに取り組むことが、求められるのではないか

➢ 以下では考えられる取組について

⚫ （ア）中間団体・中間組織によるＡＩ利用の環境整備

➢ バックヤード業務へのＡＩ利用

➢ 消費者の被害や不安等の声の情報収集・分析へのＡＩ利用

➢ 情報発信、消費者相談、企業への申入れ、パブリックコメントでのＡＩ利用

➢ 中間団体・中間組織が用いるＡＩ研究開発への支援（資金・データ等）

➢ 中間団体・中間組織の担当者のＡＩリテラシー向上、ルール整備の支援

➢ 中間団体・中間組織と外部（例えば大学）等との連携

⚫ （イ）中間組織・中間団体による消費者のＡＩ利用の環境整備

➢ チャットボット等を利用した消費者相談
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➢ ＡＩを活用した、多様な消費者の多様な利用に向けたアドバイス・注意喚起

➢ 活用事業者・研究開発機関と協働した、利用者のＡＩリテラシー向上の取組

⚫ （ウ）ＡＩガバナンス全体における中間組織・中間団体の役割の位置付け

➢ （ア）（イ）を通じたＡＩ及び企業によるＡＩ活用の評価（能動的評価基盤の取

組への参画等）

➢ 消費者の声の分析等から発見されたＡＩリスクの大学等や企業、国への情報提供

➢ リスクが顕在化した際の企業、国への通報、救済支援、改善への協力

➢ 企業・業界の実践するＡＩガバナンス（アドバイザリーボード等）への参画 

以上 




